
















 

 

【経営指針委員会】 

経営指針委員会は『経営指針をつくる会』修了生の希望者と受講後 3 年未満の修了生で組織しております。

これまでは経営指針をつくる会のプログラムや運営に偏った運営となっておりましたが、今期のスローガンで

もある『強くてしなやかな企業体質を目指す』の下に毎月第 3金曜日 17時より開催しております。 

 

3月から『第 23期経営指針をつくる会』がスタートし 8月 25日は発表会で幕を閉じました。第 1講は『同

友会らしい経営指針の確立～現状認識を深め、経営理念作成をめざして～』と題して宮城同友会副代表理事東

洋産業株式会社の玄地氏の講話からスタート。第 1講のグループ討論から受講生は自社の現状、何のために経

営しているのかを考えるがなかなか言葉が出てこない。初日ともあり面食らった部分もあったと思うが、初日

から迷いの中に入ったでしょう。『こんなに自分は自社のことを知らず立場だけだったのか…。そこまで深く

考えないと会社経営はできないのか』などたくさん考えたつくる会 1日目だったでしょう。2日目は現在思う

経営理念を提出。しかし『想い』が入らない理念は理念にあらず、で第 1講が終了する。受講生は先行き不安

のまま次の講へ。 

1か月後の第 2講は宿題も多く苦労したでしょう。中には自社を詳しく知らなければ作れないものも。ビジ

ョンを考えるのも今までにないことなので戸惑いと 10 年後なんて考えられない、まずは目の前、というのが

受講生の考えでしょう。しかし社員が将来を考えた時自分の将来像が描けない会社で一生懸命、労働するだろ

うか？自分だったらどうか？ここでも深く考えた受講生でした。 

第 3講は奥山先生による講義。思いと数字のバランス、どうやって売上・利益を上げていくのかを自社に照

らし合わせ、自社の強み市場の現況を考え自社の計画に落とし込む。具体的にどこをどのように伸ばしていく

のかを考えました。 

第 4講は社員共育委員長の阿部氏を迎え組織つくりの講話。組織図があり指示命令系統が明確になっている

のか？自社の組織で足りない人材はいないのか？5年後、10年後将来の組織図は想像しているのか、人材は足

りているのか、などを学びこれまでの作成具合をチェック。 

第 5講はプレ発表と代表理事菅原氏より『労使見解』をテーマに講義をいただき発表会に向けた仕上げ。ど

れだけ真剣に取り組むことが出来たのか中途半端に取り組めば会社を潰しかねない経営指針づくり。労使見解

を深めながら深掘り・深掘り。 

いよいよ発表会。それぞれ一生懸命作成したがまずはつくる会の課程は終了した。しかし委員会内での再提

出もあり課題を残す第 23期となった。 

 

3 年経過後の修了生のかかわりが少なく、来期はもう一度仕組みと組織の再編が必要と感じる。3 年以内の

修了生だけではアドバイスの中身がまだ薄い。修了生の参加が少ないため受講生による企業訪問、補講などが

うまくできず、委員としても関わり方が薄かったと感じる。本来なら受講生側から積極的に補講や企業訪問を

申し込んでいただき活性化したいが、近年は修了生側から声をかけないとなかなか動けないようだ。次回から

はかかわりを持つために修了生全体で声掛けの仕組みを作りたい。つくる会に参加することは助言だけではな

い。自社に必ず役に立つことがあります。手引きも新しくなり自社の指針書づくりにも必ず役に立ちます。 

指針修了生の皆さん、来期は最低 1回作る会に参加してください。地域を担う中小企業を増やすために。 
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